
ソフトバンクグループ株式会社（東証プライム市場 9984）

情報革命で人々を幸せに

2023年12月
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商号 ソフトバンクグループ株式会社

設立年月日 1981年9月3日

本社所在地 東京都港区海岸1-7-1

代表取締役会長 兼 社長執行役員 孫 正義

連結従業員数 約6.3万人

証券コード
東京証券取引所
プライム市場（9984）

単元株式数 100株

（2023年3月末）

株価 6,019円

時価総額 8.8兆円

格付（長期発行体格付）
日本格付研究所
（JCR） Ａ－

S&P BB   

※ 株価および時価総額：2023年12月21日時点

会社概要
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経営理念
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ソフトバンクの事業変遷－グローバルな投資持株会社に

AI革命の
実現に向けて

モバイル事業を通じて
生活を豊かに

日本のブロードバンドの
普及をサポート

パソコン時代の
到来

1981年創業 1996年 ～ 2005年 2006年 ～ 2014年 2015年以降
モバイルブロードバンドインターネット・ブロードバンド事業PCソフトの卸売業 Data and AI

孫正義がソフトバンクを
立ち上げ。名前の由来

は”ソフトウエアの銀行”

1996年:ヤフー事業開始
2000年:アリババへの投資

2001年:Yahoo! BB 
ADSL事業開始

2004年:日本テレコム買収
2006年:
ボーダフォン
ジャパン買収

2008年: 
iPhone発売
（日本初）

2013年: 
米国スプリント
買収

2014年:
アリババグルー
プ上場

2018年: 
SBKK上場

2020年: スプリント、
T-モバイルと合併

/

2016年:
英国半導体設計大手
アーム買収

2017年:SVF1始動
2019年:SVF2始動

SBKK：ソフトバンク SVF：SoftBank Vision Fund

変わらぬビジョン：「情報革命で人々を幸せに」

2005年:
ホークス買収

事 業 会 社 投資持株会社

2023年: Arm
ナスダックに再上場
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事業セグメントおよびグループ企業
幅広い業種・地域に展開する企業群

持株会社
投資事業

ソフトバンク・
ビジョン・ファンド事業

アーム事業
ソフトバンク

事業
その他

2023年10月1日現在
★印は上場企業

★ ★

★

★

2023年9月に上場

（米国や欧州での
通信事業）

（半導体設計）

ファンドによる投資先例

（フードデリバリー）

★

（ドイツテレコム）

★

★

★
（TikTokの運営等）

（韓国でのEC）

★



投資サイクルを繰り返しながらNAVを拡大
IPOはあくまで企業の成長の通過点
一方、価値の顕在化および資金化の柔軟性を高めるうえで有効

投資先成長
による

価値拡大

IPO
価値の顕在化
流動性の創出

資金化
売却

上場株活用ファイナンス

財務改善
負債の返済

手元流動性として保持

株主還元
自社株買い・配当

新規投資

NAV

デットファイナンスも
都度活用

当社の成長戦略
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1.7

16.4 16.4

1.9 1.9

0.2
1.3

0.9

3.9

3.3

2.7

0.0

4.3

18.4

保有株式価値

(V)

純有利子負債

(L)

NAV

(Net Asset

Value)

保有株式価値：調整後SBG単体保有株式価値
純有利子負債：調整後SBG単体純有利子負債

詳細は、2023年9月期 決算データシート「19_NAVとLTVの定義」を参照

純有利子負債
（L）

保有株式価値
（V）

LTV
（Loan to Value、純有利子負債／保有株式価値）

純有利子負債
（L）

保有株式価値
（V）

NAV
(Net Asset Value、時価純資産)

アリババ

SBKK

SVF1

SVF2

LatAm
ファンド

Tモバイル
ドイツテレコム

その他

保有株式価値
（V）

純有利子負債
（L）

NAV
（Net Asset Value）

（兆円）

アーム

NAV・LTV



10

重要指標の変動 （2023年度Q2）

NAV
(時価純資産)

LTV
(純負債／保有株式価値)

手元流動性

15.5兆円

8.0%

5.8兆円

16.4兆円

10.6%

5.1兆円

NAVおよびLTVの詳細は、Appendix「NAV・LTVの定義及び算出方法（2023年6月末時点）」「NAV・LTVの定義及び算出方法（2023年9月末時点）」を参照
手元流動性＝現金及び現金同等物＋流動資産に含まれる短期投資＋国債投資＋コミットメントライン未使用枠。SBG単体ベース（SB Northstarを除く。ただし現金及び現金同等物は含む。）

2023年6月末 2023年9月末
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NAVの推移

各四半期末時点
NAVの詳細は、 Appendix「 NAV・LTVの定義及び算出方法（2023年9月末時点）」を参照

NAVに関する情報は、推移のイメージを説明する目的で提供される参考値であり、将来のNAVを保証・示唆するものではない。

1998 2000 2002 2004 2006 2008 2010 2012 2014 2016 2018 2020 2022

16.4兆円
（2023年9月末）

（年度）

再び
上昇傾向
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6,773 6,335 6,019 

10,616 11,196 

株価 1株当たりNAV

2023年6月末 2023年9月末

1株当たりNAVと株価

2023年12月21日

-43％
-36％

NAVの詳細は、Appendix「NAV・LTVの定義及び算出方法（2023年6月末時点）」「NAV・LTVの定義及び算出方法（2023年9月末時点）」を参照
1株当たりNAV = NAV ÷ 発行済株式総数（自己株式を除く）

（円）
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18.7%
21.6%

20.4%

14.5%

15.0%

18.2%

11.0%

8.0%

10.6%

0%

10%

20%

30%

40%

Q2                   

2021年度
Q3 Q4 Q1                   

2022年度
Q2 Q3 Q4 Q1                   

2023年度
Q2

各四半期末時点
LTVの算出方法については、各四半期決算説明会プレゼンテーション資料に記載の「NAV・LTVの定義及び算出方法」を参照

低水準で推移

35％

25％

LTVの推移
アセットバック・ファイナンス除く



14

2.8

2.1

2.9

4.6
4.3

3.8

5.1

5.8

5.1

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

Q2                   

2021年度
Q3 Q4 Q1                   

2022年度
Q2 Q3 Q4 Q1                   

2023年度
Q2

各四半期末時点
手元流動性＝現金及び現金同等物＋流動資産に含まれる短期投資＋国債投資＋コミットメントライン未使用枠。SBG単体ベース（SB Northstarを除く。ただし現金及び現金同等物は含む。）

手元流動性の推移

高水準を維持

（兆円）
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連結業績

2022年度
上期

2023年度
上期 増減額

売上高 31,825 32,271 +446

投資損益 -8,496 -9,636 -1,140

税引前利益 2,926 -9,074 -12,001

純利益 -1,291 -14,087 -12,796

（億円）

純利益：親会社の所有者に帰属する純利益
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35,247 

-4,135 

-43,535 

-5,833 

-207 

333 

-8,496 
-9,636 

投資損益
（億円）

SVF事業：ソフトバンク・ビジョン・ファンド事業

2022年度
上期

2023年度
上期

主にアリババ株式先渡売買契約
決済関連利益

SVFは
損失額縮小
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税引前利益

（億円）

2022年度
上期

2023年度
上期

-9,074

２,９２６

2,263億円

マイナス影響

純利益：親会社の所有者に帰属する純利益
SVF外部投資家持分変動：SVFにおける外部投資家持分の増減額

SVF外部投資家
持分変動が

1.2兆円の悪化要因

10,187億円

プラス影響

SVF外部投資家持分（純利益にも同額影響）
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Nasdaq Global Select Marketに上場

2023年9月14日

今年最大の上場



2020

Nasdaq Global Select Marketに上場9月 14日

公開価格 -

上場時 時価総額

本売出しによるSBGの手取金

IPO後のSBGによる保有株式割合

$51.00
1ADS当たり

$52B

$5,123M

90.0%
上場時時価総額: 2023年９月末のアームの発行済株式総数（希薄化前。自己株式を除く）1,025,234,000株に1ADS当たり公開価格を乗じて算出

IPO後のSBGによる保有株式割合： 2023年９月末のアームの発行済株式総数（希薄化前。自己株式を除く）1,025,234,000株に基づき算出
アームの新規株式公開の詳細については、2023年9月19日付当社プレスリリース「Armによる新規株式公開の引渡完了（クロージング）及び引受人によるADS追加取得オプションの全行使に関するお知らせ」を参照

仮条件($47.00～$51.00)の上限
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IPO時 時価総額グローバル上位15案件 （過去10年間）

$52B

$60B

$64B
$67B

$75B

$168B

$1,707B

上位15案件のうち
6件がSBGが主要株主

のIPO案件

（出所）Bloomberg等のベンダーを基に当社作成
過去10年間: 2014年1月から2023年9月末までの10年間

LIC: ライフ・インシュアランス・コーポレーション・オブ・インディアの略称
主要株主: 上場時時点でSBGおよび子会社が株主として関与

中国郵政儲蓄銀行

日本郵政

Arm

ゆうちょ銀行

LGエナジーソリューション

クーパン

クアイショウ・テクノロジー

ソフトバンク

DiDi

リビアン

ポルシェ

Uber

LIC

アリババ

サウジアラムコ

アリババ

Uber

DiDi

ソフトバンク

クーパン

アーム



22

1990 2023

アームベースチップ出荷数
(億個)

2023年6月までの累計出荷実績

2,700億個+

（暦年）

2023年1～6月出荷実績

139億個

(出所) Arm
アームベースチップの出荷実績は、出荷の発生から１四半期遅れでライセンシーから報告を受けるため、本頁における出荷実績は、2023年６月までの出荷実績を掲載
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成長市場における収益機会

モバイル

クラウド

自動車

全ての収益機会

IoT
組込機器

市場シェア
(2020 ～ ２０２２)

市場規模 年平均成長率
(2022 ～ 2025予)

>99% >99% 6%

17%

16%

7%

7%

市場規模
（2025予）

$36B

$28B

$29B

$247B

$50B

42% 49%

（出所) Arm F-1
市場シェア： 金額ベース

IoT: 産業用IoTおよび組み込みプロセッサー
全ての収益機会： 上記の表で表示されていない「その他モバイル」 、「コンシューマーエレクトロニクス」、「ネットワーク機器」、および「その他インフラ」を含む

7% 10%

33% 41%

58% 65%

42% 49%
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モバイル機器
ノートパソコン、タブレット端末

デジタルTV、VR、
ウェアラブルデバイス等

消費者向け端末 自動車

先進運転支援システム
自動運転

デジタルコックピット等

インフラ

クラウド/サーバー
５G無線ネットワーク機器等

製造装置、
都市インフラ管理システム

ビル管理設備等

IoT

アームのターゲット市場

デジタルコックピット：自動車の運転席における各種機能を電子化するもの
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アームのターゲット市場

インフラ IoT

自動車消費者向け端末

AI
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Googleの最新スマートフォンPixel 8は
アームの最新世代テクノロジーArmv9ベース

NVIDIA、アームベース「GH200 Grace 
Hopper Superchip」の第2世代を発表

ルネサスエレクトロニクス、自動運転向けの次
世代チップにアームテクノロジーの採用を発表

業界リーダーとの戦略が進展

(出所) Armおよび各社
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上場後初の四半期は
過去最高の売上に

高額のライセンス契約
を複数締結

434 442 
400 418 

258 
188 275 

388 

692 

630 
675 

806 

Q1 Q2 Q1 Q2

四半期売上高 （米国会計基準）

(出所) Arm
詳細は、Arm Investor Relations (https://investors.arm.com/)を参照

($ M)

2022年度

ライセンスおよびその他の収入

ロイヤルティー収入

2023年度
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半導体市場は
弱含むも、

アームの売上高は
堅調に推移

1,313 
1,562 1,675 

818 

714 

1,141 1,004 

663 

2,027 

2,703 2,679 

1,539 

2020 2021 2022 2023

年間売上高 （米国会計基準）

(出所) Arm
詳細は、Arm Investor Relations (https://investors.arm.com/)を参照

($ M)

(年度)

会社ガイダンス

2,９６０～
3,080

上期実績
1,481

ライセンスおよびその他の収入

ロイヤルティー収入
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80

100

120

140

2023年
9月13日 直近（2023年12月21日時点）

アーム上場後 株価動向
139 ARM

109 NASDAQ総合指数

直近株価指数は
市場平均を上回る

90 SBG

ARMは公開価格(1ADS=$51)を、NASDAQ総合指数tとSBGは2023年9月13日時点の終値を1００として指数化。Bloombergを基に当社作成
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データをAIで解析し
推論する時代がやってくる

チップは根源的役割を持ち
人間の知能を超えることになる

2017年3月期 第3四半期 決算説明会（2017年2月8日）
31
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SBGからの投資
• より長期での価値創造

• 戦略投資

• 柔軟な持分比率

• テーマ性のある集中投資

AI投資戦略

SBGの
投資戦略

AIへの
投資戦略

＝
SVFからの投資

• 投資期間は最長１4年

• 純投資

• マイノリティ投資

• 分散投資
Berkshire Grey, Inc.およびStack AV Co. はSBG子会社、GreenBox Systems LLCはSBGとSymbotic Inc.の共同支配企業



33

2.3

0.4
0.3

0.4

0.9

0.4

0.2

0.1
0.2

0.1

0.9

1.1

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2

1.8

2.5

0.5 0.5 0.5

1.5

投資額の推移 （SVF1+SVF2+LatAmファンド+SBG他）

SVF1+
SVF2+
LatAm
ファンド

SBG他

（$ B）

投資は再開、
優良案件発掘

に注力

SBG他投資額：SBGおよび主な100％子会社からの投資額（米国債への投資を除く）。グループ内取引に伴う投資額を除く。
SVF投資額：新規および既存投資先への追加投資の合計。株式交換を含む。SBGからSVFへの移管に伴う投資額を除く。

2023年度2022年度
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• 2007年に設立、2022年にNASDAQ
上場

• AI搭載ロボット技術プラットフォームで倉
庫の自動化を革新

• 市場規模$500B超のWarehouse-as-
a-ServiceをターゲットにGreenBox 
JVを立ち上げ

• 2022年度売上高$593.3M（前年度比
136%増）

Symbotic
小売業者や流通業者向けに倉庫の自動化プラットフォームを提供

（出所）Symbotic
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TELEXISTENCE
遠隔操作・AIロボットの開発およびそれらを使用した事業を展開

• 2017年設立

• コンビニのバックヤードで飲料補充を
行うAIロボット事業の展開

• 国内ではファミリーマートと300店舗
への導入を契約済

• 店舗スタッフが行う、1店舗当たり
500～1,000本の飲料陳列を同社
製ロボットが完全に代替

（出所）TELEXISTENCE
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• SBGの支援により2023年初頭に設立

• AIを搭載した自動運転技術により、
トラック業界の積年の課題解決を軽減
✓ ドライバー不足
✓ 稼働時間の効率化
✓ 安全性の懸念
✓ 運送コスト
✓ 排出ガス

• 米国の本社と１５の州で１7０人の従業員
を雇用

Stack AV

自社開発したAIを搭載した高度な自動運転技術の活用により
顧客のサプライチェーンと運送ルート、エネルギー効率を最適化

（出所）Stack AV
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• 2013年設立

• AIを活用した位置情報・ナビゲーション情

報を提供、７億人以上のユーザーが同社

の地図を利用

• トヨタ、GM、BMW、リヴィアン
※

がカーナ

ビに採用

• 配送ルート最適化、リアルタイム車両運行

管理の物流ソリューションも提供

Mapbox

用途に合わせたカスタム地図アプリや位置情報の技術を提供

（出所）Mapbox※米国の電気自動車メーカー
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直近2四半期
連続の黒字

当社子会社（主にアーム）への
投資に係る投資損益を含む

（連結ベースでは消去）

232958 785 630 715

2,285 2,869
4,607

3,549 3,768

-8,762

-10,748

2,969

-25,564

13,567

10,910

34,467

5,554

-10,507

941

-22,745

-1,748

FY17
Q1

FY17
Q2

FY17
Q3

FY17
Q4

FY18
Q1

FY18
Q2

FY18
Q3

FY18
Q4

FY19
Q1

FY19
Q2

FY19
Q3

FY19
Q4

FY20
Q1

FY20
Q2

FY20
Q3

FY20
Q4

FY21
Q1

FY21
Q2

FY21
Q3

FY21
Q4

FY22
Q1

ＦＹ22
Q2

投資損益（四半期）： SVF1、SVF2およびLatAmファンドからの投資損益の四半期計上額
(当社連結財務諸表の作成における為替換算前、デリバティブ関連損益含む、外部投資家持分および税金等控除前)

-9,959

FY23Q2

（$ M）

USDベース
（SVF1+SVF2+LatAmファンド）

FY22
Q3

-5,185

SVF: 投資損益（四半期）

FY22
Q4

-1,879

FY23
Q1

975
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-1,093

958

FY17
Q1

FY17
Q2

FY17
Q3

FY17
Q4

FY18
Q1

FY18
Q2

FY18
Q3

FY18
Q4

FY19
Q1

FY19
Q2

FY19
Q3

FY19
Q4

FY20
Q1

FY20
Q2

FY20
Q3

FY20
Q4

FY21
Q1

FY21
Q2

FY21
Q3

FY21
Q4

FY22
Q1

FY22
Q2

1,743 2,373
3,088

5,373

8,242

12,849

16,398

20,166

11,403

9,655

1,876

12,786

26,353

60,821

66,374

55,867

56,808

31,245

8,499

-7,316

（$ M）

投資損益（累計）：SVF1、SVF2およびLatAmファンドからの投資損益の2017年度Q1からの累計計上額
(当社連結財務諸表の作成における為替換算前、デリバティブ関連損益含む、外部投資家持分および税金等控除前)

-1,460

FY23Q2

USDベース
（SVF1+SVF2+LatAmファンド）

FY22
Q3

-6,645

SVF: 投資損益（累計）

FY22
Q4

-8,524

累計投資損失は
改善続く

FY23
Q1

-7,548
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株式公開実績と今後のパイプライン

注記に関しては、FY23Q2決算資料参照

強固なレイトステージ投資の
ポートフォリオ

レイトステージ投資の
公正価値$29B+

株式公開実績（活動開始来累計）

50件
主な投資先
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1

AI投資

3

FY23上期業績

5 財務戦略

6 サステナビリティ
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「守り」「攻め」
両面に対応

できる財務運営
財務方針の堅持

2023年度の財務戦略
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1 通常時 LTV25%未満 で運用 (異常時でも上限35%)

2 少なくとも 2年分の社債償還資金 を保持

3 SVFや子会社から 継続的な配当収入 を確保

財務方針の堅持
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「守り」「攻め」に対応できる財務運営

財務の安全性を
維持しつつ

情報革命を牽引する
投資は実行

更なるダウンサイド

にも耐える「守り」

通常時 LTV25%未満で運用
（2023年9月末 LTV＝10.6％）

少なくとも2年分の社債償還資金を保持
（2023年9月末 手元流動性＝5.1兆円）
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バランスを
常に考慮

* NAVディスカウント水準も考慮事項

財務方針
（財務の安全性）

株主還元*

キャピタルアロケーション

新規投資
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生命体が生まれて
４０億年の歴史の中で、

この１０年間に
シンギュラリティは来る

我々はまさにその１０年の
クロスオーバーの時にいる

46
SoftBank World 2023 特別講演
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4848

AGI

学習 推論

AGIはあらゆる産業を根底から変革
(リアルタイム学習・推論)

公開
データ

プライベート
データ

全産業
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AGIは全産業を変革
49

自動化で効率化された世界

遺伝子解析で個別最適な医療

最適な投資の実行
あらゆるデータを活用した需給マッチング

秒単位でのジャストインタイム

より人間らしいカスタマーサービス

サービス

自動運転で事故のない世界
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SoftBank World 2023 基調講演

AGIに取り組んだ企業は
今から１０年後、２０年後に

人類のリード役
となる

50
SoftBank World 2023 特別講演

ソフトバンクを
世界で最もAIを

活用する
グループにしたい
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6 サステナビリティ
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経営理念とサステナビリティ

情報革命で人々を幸せに

経営理念そのものに
サステナビリティへの想い

IT、AIへの投資を通じて
地球規模の課題解決に貢献



53上記は環境・社会課題の解決に資する投資先の一部です（2023年12月26日時点）

投資を通じた課題解決

様々な投資先が、環境・社会課題の解決に取り組む
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米国の著名インデックス（指標）提供会社

MSCIのESG評価において２０２３年１１月に

「AA」評価を獲得

* SoftBank Investment Advisers(UK) Limited

THE USE BY SoftBank Group Corp. OFANY MSCI ESG RESEARCH LLC OR ITS AFFILIATES (“MSCI”) DATA, AND THE USE OF MSCI LOGOS, TRADEMARKS, SERVICE MARKS OR INDEX NAMES HEREIN, DO NOT CONSTITUTE A SPONSORSHIP, 
ENDORSEMENT, RECOMMENDATION, OR PROMOTION OF SoftBank Group Corp. BY MSCI.  MSCI SERVICES AND DATA ARE THE PROPERTY OF MSCI OR ITS INFORMATION PROVIDERS, AND ARE PROVIDED ‘AS-IS’ AND WITHOUT WARRANTY.  MSCI 
NAMES AND LOGOS ARE TRADEMARKS OR SERVICE MARKS OF MSCI.

サステナビリティの取り組み

責任あるAI

ESGの評価指標

米国のNGO団体Responsible Innovation 
Labsが提唱する「責任あるAIへの自主的な

取り組み」へSVFの運営会社*が署名
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カーボンニュートラル達成

アーム

グループ使用電力の100％再エネ化

ソフトバンク

基地局使用電力の72.1％再エネ化

ソフトバンクグループ

2030年度までに

カーボンニュートラル達成

温室効果ガス削減にむけて

環境グループ目標

多様性への取り組み

女性管理職比率 25％

女性社員比率 45％

ソフトバンクグループ

ガバナンスへの取り組み*

ソフトバンクグループ

社外取締役比率 56％ 社外監査役比率 100％

男性社員育児休業取得率 88％

男女の賃金差異 52％

* 2023年6月21日現在

サステナビリティの取り組み
2022年度のハイライト



情報革命で人々を幸せに
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本資料に記載される第三者のロゴ及びベンダー情報は、説明目的のためにのみ提供されるものです。かかるロゴの記載は、かかる企業又は事業との提携又はその承認を示唆するものではありません。SBファンド運用会社、SBファンドのポートフォリオ会社、SBファン
ド運用会社により運用される将来のファンドの将来のポートフォリオ会社、又はSBGが、本資料に記載されるロゴを有する企業又は事業のいずれかと今後業務を行うという保証はありません。
SBGA及びSBIAは、ビジョン・ファンド1、ビジョン・ファンド2及びラテンアメリカファンドの運用に関して、相互にSBGからそれぞれ別個独立した業務プロセスを採っています。SBGA又はSBIAによって運用されるSBファンドは、それぞれSBGA単独又はSBIA単独
で運用されています。
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